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『和歌八重垣』と『春樹顕秘増抄』に見られる
　有賀長伯のテニヲハ観
　　―「はねてには」の記述を手がかりに―

国宝『源氏物語絵巻』の御法の「詞書」に見られる「ねば」
　　―已然形＋バによる仮定条件表現―

中国語母語話者における
　日本語母音/u//o/の知覚と産出

参議院の予算委員会における「させていただく」の
　使用実態とその用法の変化について
　　―『国会会議録検索システム』を利用して―

ら抜き言葉と〈れれる言葉〉と可能動詞にみられる自
発・受身・尊敬の用法について

　　―振れれるのもいやだし・いじめれれる子供・
　　　　　女性にことわれ続け―
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